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大災害時、公的な支援物資はすぐには届きません。

救援活動が受けられるまでの備蓄品は、各家庭で備えておく必要があります。

墜勤□腱週蔓■全12堕≦2鰹艶盤L』必』憂霊しておきましょう。

【家庭内備蓄】(例 )

□ 飲料水 ※¬`人あたり1日 33を 7日 分

□ 食料  ※7日 分 (う ち調理不要な非1:食 3日 分)

□ 携帯・簡易トイレ ※1日 平均回数を7日 分

□ カセットコンロ、ボンベ

□ 毛布、寝袋等            □ 洗面用品

ロ ウェットティッシュ、トイレットペーパー   ロ ラップ、アルミホイル

□ 感染予防用品(マスク、体温計、消毒液等) など

【非常持出品】(例 )
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【乳幼児がいる家庭】(例 )

ロ ミルク      ロ ほ乳瓶

□ お尻ふき     □ 紙おむつ

ロ バスタオル    ロ ガーゼ

【要配慮者がいる家庭】(例 )

□ 着替え      □ 紙おむつ

□ 補助具の予備   日 常備薬

□ 貴重品(印鑑 等)ロ モバイルバッテリー

□ 食料 (水、非常食)ロ ラジオ

□ 乾電池     □ 生理用品

□ お薬手帳    □ 眼鏡、入れ歯、補聴器 など

□ 離乳食
□ 抱つこ紐
□ 母子健康手帳 など
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